
保育所保育実習における実習記録

一｢毎日の記録」様式作成の経緯と「毎日の記録」様式改正の試案一

栗山陽子

I．はじめに

名古屋経営短期大学子ども学科は、2007年（平成19年）4月に新設学科として認可された。

保育士資格と幼稚園教諭2種免許が取得できる男女共学3年制課程の短大である。保育者養成の

短大がほとんど昼間2年制課程であった中で、愛知県下初の昼間3年制課程を取り入れた。

その新学科設置にあたり、当子ども学科は、時代的背景を以下のように述べている。(縦'’

「少子高齢化、核家族化、単数家族化、都市化、男女共同参画に伴う女性の社会進出等で子ど

もを取り巻く社会的、文化的、生物的環境が大きく揺らぎ、子育て環境は複雑化し、悪化してい

る｡こうした状況下で保育・幼児教育への要求は多様化、深刻化し、特別支援教育や乳児保育へ

の需要を始め、乳幼児期の保育全般への需要が増加している。これらの諸課題は、現代社会のニー

ズとなって保育所保育に求められ、保育所の機能拡大が進んで保育が高度化・専門化し、これら

に対応できる力量を持った保育士の養成が急務となっている｡」と。

これら時代の要請に応えるために、当子ども学科は、175単位のカリキュラムを組んで、昨今

の学生層に欠けている社会・生活・自然体験を取り入れた科目を始め、「人間力」「保育力」を酒

養する科目も多く取り入れ、3年間で「保育士の資質」を確保することを目指した。

保育士養成校としてこのようなスタート切った当子ども学科では、保育実習計画においても、

既存の短大保育士養成校の実習計画を参考にしながらも、3年間という期間を活かした実習段階

と期間設定をするなどの独自性を図った。従って、その保育実習計画に基づき行う保育所実習で

使用する実習記録（日誌）においても、独自性を図ることとなった。

本研究は、独自性を持たせた実習記録（日誌）が出来上がった中で、「毎日の記録」の様式に

ついて、①その作成経緯と使用上の説明をしたもの、②｢毎日の記録」使用後の若干の評価を明

らかにしたもの、③次なるステップを目指すために、他の保育士養成校の実習記録を収集して参

考にしながら、全国保育士養成協議会の「ミニマムスタンダード｣(i”)も踏まえて、「毎日の記録」

様式の改正の試案を提示したもの、以上の3点について現時点でまとめたものである。
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